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これまでの材料開発において、新しい機能を求める場合、新物質の創製に頼っていた。し

かし、ナノテクノロジーの進展により、同じ物質でもサイズや形態を高次に制御することで、

新たな機能が発現することが分かってきた。そのため、材料開発におけるナノレベルでの精

密な構造制御、すなわち「ナノプロセシング」「ナノファブリケーション」の位置づけが極め

て重要となりつつある。２１世紀は安全かつ安価な物質（セラミックス、金属、カーボン等）

を原子レベルで高次構造制御した無機ナノクリスタルの開発が重要である。 
このような背景の下、令和２年度はこれまでに引き続き、セラミックスや金属等の無機ナ

ノ粒子の高次構造制御に関する研究に中心に取り組み、以下の論文（１）（２）を発表した。 
また、FeTiO3 微粒子を超高速遊星ボールミル処理することで、格子圧縮による電荷移動

（Fe2+Ti4+→Fe3+Ti3+）により機能（常磁性→強磁性）が発現（図１）することを初めて見出し

た（論文（３））。 
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図１格子圧縮によるイルメナイトからの強磁性の発現 

 


